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      会   議   録 

会議の名称 第５回 本庄市総合振興計画審議会 

開 催 日 時 令和４年８月２３日（火） 
午前・午後  １時３０分から 

午前・午後  ４時２０分まで 

開 催 場 所 本庄市役所６階 大会議室 

出 席 者 

委 員：岩上 髙男副会長 

清水 静子委員、矢野間 規委員、内田 英亮委員、 

鳥羽 孝夫委員、髙橋 茂雄委員、芦澤 吉一委員、 

戸谷 清一委員、江原 貞治委員、明堂 純子委員、 

小田島 寛之委員、山田 英希委員、上原 泰二委員、 

古閑 政委員、杉原 朋子委員、茂木 達郎委員 

事務局：【企画財政部】内田部長 

【企画課】橋本課長、日野課長補佐、千田主査 

欠 席 者 
委 員：広瀬 伸一会長、小暮 博光委員、野津 喬委員、 

高橋 勉委員 

議  題 

（次  第） 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 議  題 

（報告事項） 

第１号 第３回総合振興計画審議会意見対応について 

・経済環境分野 

・都市基盤分野                      （資料１） 

第２号 第４回総合振興計画審議会意見対応について 

・健康福祉分野 

・市民生活分野 

・政策連携プラン                    （資料２） 

（審議事項） 

第１号 総合振興計画後期基本計画成果指標について 

（資料３） 

第２号 総合振興計画後期基本計画の策定に係るパブリックコ

メントの実施について                   （資料４） 

４ その他 

５ 閉 会 
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配 付 資 料 

・本庄市総合振興計画審議会委員名簿 

・第５回本庄市総合振興計画審議会 席次表 

・第５回本庄市総合振興計画審議会 次第 

・本庄市総合振興計画審議会スケジュール 

・資料１ 第３回総合振興計画審議会意見対応について 

・資料２ 第４回総合振興計画審議会意見対応について 

・資料３ 総合振興計画後期基本計画成果指標について 

・資料４ 総合振興計画後期基本計画策定に係るパブリックコメ

ントの実施について 

その他 

特記事項 
 

主 管 課 企画財政部企画課 
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会 議 録 

会 議 の 経 過 

発 言 者 発言内容・決定事項等 

事務局 

（企画課長） 

本日はお忙しい中、「第５回 本庄市総合振興計画審議会」にご

出席を賜り、ありがとうございます。進行を務めます企画財政部

企画課長の橋本と申します。よろしくお願いいたします。 

新型コロナウイルス感染症対策として、入室時の検温等にご協

力いただきありがとうございました。また、室内の換気のため一

部の扉や窓を開放しています。あらかじめご了承ください。会議

中に体調が優れない場合などは、職員までお声をかけていただけ

ればと思います。 

それでは会議に先立ちまして、報告と配布資料の確認をさせて

いただきます。初めに本日、広瀬 伸一委員、小暮 博光委員、

野津 喬委員、高橋 勉委員より欠席の連絡をいただいておりま

すのでご報告いたします。 

また、「本庄市総合振興計画審議会規則」第２条の規定に基づき

本会議は公開といたします。同規則第３条の規定により、本会議

の開催について市ホームページで公表し、傍聴人の定員について

定員１０名としてご案内したところ、傍聴の希望者はございませ

んでした。 

また本庄ケーブルテレビ様より撮影の申出がございました。な

お、会議録作成のため本会議を録音させていただいております。

また、会議の様子を写真撮影させていただきます。計画策定にあ

たり、市ホームページ等に掲載させていただく場合がございます

のであらかじめご了承ください。 

次に配布資料の確認をさせていただきます。 

（配布資料の確認） 

これより会議を開催させていただきます。ここからは次第に沿

って進めさせていただきます。 

なお、本日は広瀬会長が欠席でございますので、本庄市総合振

興計画審議会条例第５条第３項の規定により、副会長であります

岩上高男副会長に会長の代理をお願いしたいと存じます。まず、

副会長よりご挨拶を頂戴したいと思います。岩上副会長、よろし

くお願いいたします。 
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岩上副会長 皆さんこんにちは。改めまして今日はいくらか過ごしやすいか

と思います。委員の皆様にはお忙しいところ、多数ご出席をいた

だきましてありがとうございます。いよいよ総合振興計画審議会

も第５回ということになります。先ほど事務局からお話がありま

したとおり、本日広瀬会長が欠席でございます。代理で副会長の

岩上がお世話になりたいと思います。皆さんのご協力をお願いし

たいと思います。なお、本日は報告事項と審議事項と別れており

ますが、遠慮なくご質疑などいただければと思います。それでは

よろしくお願いいたします。 

事務局 

（企画課長） 

ありがとうございました。それでは次第３、議題に入らせてい

ただきます。議事の進行につきましては、本庄市総合振興計画審

議会設置条例第６条第１項の規定により、会長が議長となって行

うこととなっておりますが、会長が欠席ですので会長の代理とし

て岩上副会長にお願いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

岩上副会長  副会長である私の方で議事進行についてお世話になりたいと思

います。本日は第５回ですが、報告事項としまして、第１号「第

３回総合振興計画審議会意見対応について」資料１に基づき、ま

ず経済環境分野、都市基盤分野、第２号としまして「第４回総合

振興計画審議会意見対応について」資料２に基づきまして、健康

福祉分野、市民生活分野、政策連携プランについて、事務局の方

から意見対応についての結果を報告していただきたいと思います

ので説明をお願いいたします。 

事務局 

（企画課長補

佐）  

・第３回総合振興計画審議会意見対応について（経済環境分野、

都市基盤分野） 

・第４回総合振興計画審議会意見対応について（健康福祉分野、

市民生活分野、政策連携プラン） 

（資料に基づき説明） 

岩上副会長 ただいまの事務局の方から報告事項がありました。ここで、会

議の前に江原委員から要望があるということですので、どうぞ。 

江原委員 ただいま議長の方から発言を許されました。審議会が始まる前

に、発言者の内田委員にもお願いをして、対応について要望を出

したいと了解をとっていることを申し入れたいと思います。内田

委員ありがとうございます。 
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資料１の１ページの No.２の、発言者内田委員の欄です。内容

につきましては、児玉駅周辺も含まれるのかということで、当日

の回答は、「今後拡げるという意味を込めてこれらということに

なると思います。また、他のエリアは児玉駅周辺なので、記載を

検討したいと思います。」という当日の対応でございました。そ

の中で右側の対応欄です。「商業の活性化に向け、現在本庄駅北

口エリアで地元商業事業者や若年層など多様な人材が連携して活

性化に取り組む活動を他のエリアにも拡げていくことを支援する

とともに、これらの地域において」の部分ですが、「これら児玉

駅周辺地域においても創業希望者に対する支援とフォローアップ

の充実など創業に対する取組を重点的に実施することが求められ

ます。」ということで、表現はどのような形でも良いのですが、

「児玉駅周辺地域」という文言を入れていただければありがたい

と思いました。以上でございます。 

岩上副会長 江原委員、ありがとうございました。江原委員より要望があり

ましたとおり、「これらの地域」を、本庄地域、児玉地域という

ことで具体的に名前を記入していただけないかという要望だった

かと思います。 

これらについて、事務局の方から今までの協議の結果、何かご

ざいますか。 

事務局 

（企画課長） 

こちらは、当日の回答にもございますとおり「他のエリアは児

玉駅周辺となるので」というところがありますので問題ないかと

思いますが、「これらの、児玉駅周辺地域などにおいて」とできる

か、担当の方にも確認をさせていただきたいと思います。よろし

いでしょうか。 

江原委員 了解です。 

岩上副会長 事務局ありがとうございます。総合振興計画（案）は各委員さ

んに配布しているのですよね。 

事務局 

（企画課長） 

配布しています。 

岩上副会長 その中にも今の問題については具体的な名称が記載されていま

すよね。 

事務局 

（企画課長） 

これができるかどうか、担当の方に確認させていただきます。 
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岩上副会長 それではそのようにお願いいたします。 

報告ということなのですが、もし、内田委員からあればお願い

します。 

内田委員 資料１で、２ページの対応の No.１で「本庄早稲田駅の駅前広場

は利便性が低いと認識していません」という部分について、利便

性がないということを認識しているかですが、「駅前広場を活用で

きるという意味であれば北口でも児玉駅でもできるのではない

か、何かイベントをしようと思えばという意味で言えば」と思い

ます。そうではなく、にぎわいがあまりないという意味で利便性

という言葉を使っているのであれば、本庄早稲田駅のところを賑

わいがない、お店はありますが、本庄早稲田駅を使う方には時間

を潰す場所がないという声をいただいています。利便性が低いと

認識していないというならその根拠をぜひ聞かせていただきたい

です。 

同じページの一番下、５の居住環境の整備のところで、順番を

前後していただいたのはありがたいのですが、「中山道最大の宿場

町として栄えた歴史があり」という文章の中に競進社模範蚕室が

入ってくるのが、競進社模範蚕室は自宅で狭くなったためふるさ

とに土地を買おうとしてあの場所に建てたのであり、中山道と全

く関係ないと私は理解しています。もし競進社をどうしても入れ

たいのであれば、中山道宿場町だけではなく、児玉の方の歴史情

報を入れた中で競進社が入ってくるなら意味が分かるので、知ら

ない方が読むと煉瓦倉庫や競進社が中山道のおかげであるのだと

読めてしまうところが正しくない気がして、これだけはどうして

も言いたいと思います。 

岩上副会長 ありがとうございました。今のご意見に事務局の方で何かあり

ますか。 

事務局 

（企画課長） 

ここにつきましては、担当の方に確認させていただきたいと思

います。以上です。 

岩上副会長 ありがとうございました。内田委員からも、また江原委員から

もいただきましたが、今ここで即答というのはできませんので、

またあとで報告いただければと思います。ご説明ありがとうござ

いました。 

それでは、議事に移らせていただきたいと思います。 
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続きまして審議事項の第１号「総合振興計画後期基本計画成果

指標について」事務局から説明をお願いいたします。 

事務局 

（企画課主

査） 

・総合振興計画後期基本計画成果指標について 

（資料に基づき説明） 

岩上副会長 説明ありがとうございました。委員の皆様の方から何かござい

ましたらお願いいたします。 

鳥羽委員 それぞれ数字があって、それが今回の目標と捉えてよいのです

ね。例なのですが、２１ページの廃棄物の処理とリサイクルのと

ころで、一年間のごみの排出量が提示されて年度の数値目標があ

るのですが、何回かお話させていただいていますが、本庄市は埼

玉県で３つのワースト記録と言われています。この排出量の後期

の目標数値が達成されると、他の市でも同じように取り組んでい

るかと思いますが、ワーストというと悪い意味で、こういったと

ころを改善すればワーストから抜け出せるという数値を目標とし

て置いているのかというのを聞きたいのが趣旨です。それと合わ

せて交通量の比率がありますが、それは見えないところもあるの

で、どのように数値が設定されているものなのか教えていただけ

ればと思います。 

岩上副会長 ありがとうございました。事務局どうぞ。 

事務局 

（企画課長） 

鳥羽委員のご質問にお答えします。こちらについては、５年後

の時点でワーストいくつになるか、他の市町の状況もありますの

で、何位になるかは分からない状況です。この数値については、

本市で作っている一般廃棄物処理基本計画中にあります、将来ご

み量予測結果を使っております。 

鳥羽委員 特にそういう意味で数値に表したものではないということで理

解してよろしいですか。 

事務局 

（企画課長） 

よろしいかと思います。 

岩上副会長 ありがとうございます。数値で表すのは非常に難しいことだと

思います。他の委員さんの方から何かありましたら、どうぞ。 

茂木委員 ２２ページ、居住誘導区域内に居住している人口の占める割合

の目標が２９．１％なのですけれども、居住誘導区域というのは
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１００％にはならないというのが前提ですよね。これを見ると何

年かかるか分からないですが、この数字自体あまり意味がないよ

うな、低すぎるという気がしました。 

２６ページですが、水道管の耐震化率も１８．０％となってい

ます。これで地震が来た際に大丈夫なのか、ライフラインは最終

的に壊れて水も飲めないということ、震度７が本庄市の一部で想

定されているかと思いますがこれで大丈夫なのかという気がしま

した。 

２８ページ、市街地に残る段丘斜面林を保全している割合はず

っと５１％で推移してきていて、令和４年度で５３％、令和９年

度も５３％というのは、これは基本的には何もしないということ

ですよね。これもあまり載せる意味がないのではないかと思いま

した。 

３０ページ、審議会等における女性委員の割合ということで、

これは数字的には分かるのですが、マイナンバーカード交付率１

００％というのはあり得ないという話が以前あったと思います

が、現在３６．１％の交付率を入れるのであれば３０％ではなく

せめて５０％にしておくべきではないかなと単純に思いました。

以上です。 

岩上副会長  ありがとうございました。 

事務局 

（企画課長） 

茂木委員のご質問にお答えさせていただきます。 

まず２２ページ、居住誘導区域内に居住している人口の占める

割合です。こちらの現状値は２６．９％になります。立地適正化

計画というものがあり、居住誘導区域、本庄駅北口、本庄早稲

田、児玉駅周辺等になります。全市域に対するその地域の人口の

占める割合を、今後人口減少という状況の中で、この区域に人が

増えるような施策をしておりますので、現状の２６．９％から５

年後は２９．１％に増やすということになるものです。これは立

地適正化計画の数値を使っているものです。これをいくらかでも

増やしたいということでの目標でございます。 

続いて２６ページの水道管の耐震化率、現状１５％、５年後に

１８％としています。インフラであります水道管が市内に網羅さ

れており、たくさんの水道管が埋設されておりますので、少しず
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つ進めている状況です。５年後に３％増やすという数値でござい

ます。水道課の長期事業計画の数値でございます。 

続いて２８ページ、市街地に残る段丘斜面林を保全している割

合、現状値は５１％になります。５年後２％増やすということで

５３％としております。これは前期基本計画でも５３％が目標値

でした。目標未達成のため、今後５年間において２％上げるとい

うことで５３％に設定しております。 

最後に３０ページ、審議会等における女性委員の割合でござい

ます。こちらにつきましては現状値が２３．３％、市全体として

男女の比率、少ない方を３０％にするという全庁的な目標を掲げ

て行っているところでございます。２０２５年の成果目標につい

ては４０～６０％というところであり、これをだんだん増やして

いきたいということでの設定でございます。 

岩上副会長 ありがとうございました。茂木委員、よろしいですか。 

茂木委員 それが現実なのだと思いますけれども。 

岩上副会長 ありがとうございました。明堂委員、どうぞ。 

明堂委員 １６ページ、空き店舗を利用して営業している事業者数という

部分、確かエリアが決まっていると思うのですが、本庄の中心市

街地と児玉の中心市街地、両方の中心市街地での新しい店舗数の

ことなのかをまずお聞きしたいです。 

１８ページ、観光入込客数何万人というのが、平成２８年が７

０万人、令和２年と３年がコロナで減っているのはわかるのです

が、どうやって調べているのですか。例えば本庄まつりなど、ど

こで誰がカウントしているのか、それと、カウントする事業とい

うのは何を基準にしているのか、その２点を伺います。 

岩上副会長 事務局お願いします。 

事務局 

（企画課長） 

 

明堂委員のご質問にお答えします。まず１６ページの空き店舗

については、本庄地域あるいは児玉地域というところは確認をし

たいと思いますのでまた報告をさせていただきます。 

１８ページの観光入込客数、こちらはカウントの仕方はある一

定のエリアを決めて、そこでのカウントをして全体像を捉えるこ

とになっているようでございます。以上です。 
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明堂委員 お答えになっていないのですけれども、それを聞いてから次の

問題を聞きたかったのです。中心市街地のエリアも多分担当は分

かっているのだと思うのですが、平成２８年から合計していきま

すと、令和３年までで１８２店、令和４年度まで足すと２１９店

舗、空き店舗が埋まって、やめてしまっていることもあるのでし

ょうが、とてもそんなに実数が残っているとは思えないのです。

補助金を出すにあたって縛りがどれくらい取れているのか、私が

危惧しているのは補助金目当てで始めて、１～２年でやめてしま

うとかということです。そうでなければ、少なくとも平成２８年

から令和４年までで２１９店舗も始まっている実感はないです。

エリアとしてはあるとしても、２００店舗以上新しく始まった、

まあやっているのでしょうけれど多分始めました、やめましたが

ということを危惧しています。 

もう一つ、どうやって数えているか、面で調べているとおっし

ゃっていますが、本庄祭りや夏祭りなど、どの事業を観光事業と

して位置付けて観光入込客数に入れているのか、基本的な所をお

聞きしたいのです。以上です。 

岩上副会長 事務局お願いします。 

事務局 

（企画課長） 

明堂委員のご質問にお答えします。空き店舗については累計の

実績であると思いますが、確認させていただきます。令和９年度

に向けてこの目標を立てたのが毎年２社ずつ増加させることを目

標としたものでございます。そう考えますとこれは累計だと思い

ます。補助金を申請いただく際に、事業者を審査させていただい

ておりますので、すぐ行ってすぐやめてしまうということがない

ようにしている状況がございます。 

観光入込客数につきまして、どのようなイベントを調査してい

るかについては、担当課に確認させていただきます。 

以上でございます。 

明堂委員 累計となると、今度は少なすぎる気がします。店舗として私が

知っているだけでも何か所か出ていると思います。平成２８年、

２９年、累計なのにどうして減ってしまうのか。意味が分からな

いです。担当に聞いて数字を出してください。私たちはこれを見

せられても意味が分かりません。観光客をどうやって調べている
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か、あらかたでいいのでだいたいのことは知っていて数字を出し

ていただきたいと思います。以上です。 

事務局 

（企画課長） 

合わせて確認させていただきます。 

岩上副会長 後ほど確認ということでお願いします。他にありますか。内田

委員どうぞ。 

内田委員 ３つ伺います。 

まず８ページ、全国平均正答率を目指すという指標があります

が、私としてはもうちょっと高く設定した方がいいのではないか

と思います。部活で言うと、一位は取らなくても良いからそこそ

こ平均くらいのところに行こうねと、そうすると本当に平均が取

れるのかというところで、教育のまちというお題目もあるので、

この辺の指標設定の考え方はもう少し上げた方がいいのではない

かなと個人的には思っています。 

３０ページ、新規項目ということで、国際交流協会の事業に参

加する延べ人数２，０００人ということを出してもらっていま

す。国際交流事業に参加してもらって本庄市に住む外国人の方と

元々住んでいる方、あるいは外国人同士で触れ合ってもらおうと

いうのは、指標としては良いのかなと思います。しかし、延べで

設定すると、結局同じ方が毎回来るだけということになってしま

って、その事業を何回もしたところで、市内で何の国際交流も進

まない。徐々に新しい人を探していったり、来ていない方に来て

いただいたりすることが国際交流と呼ばれる一つの指標になり得

るのではないかと思います。管理が大変でどのように計るのか難

しいとは思うのですが、新規参加者数というようにしないと国際

交流事業をどのくらい市内でやっているかというのが指標として

は弱いのかなという印象をもちました。 

最後に茂木委員がおっしゃった 38ページのマイナンバーについ

て、先ほど私が言った学力調査の話も同じなのですが、他の指標

はどちらかというと現状に即して無理のない範囲で設定している

ものが多いと思うのです。女性委員数とか脱炭素の話も同じです

が、全ての指標はこれ位だったらいけるだろうということで設定

しているものが多いだろうと思うのに、ここだけは現状に即して

いない、絶対できないのに１００になっているところが、あって

ないような目標になってしまっています。絶対無理だから放って
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おけば良いという感じになってしまっていて、そのあたりの考え

方を話していただければと思います。以上です。 

岩上副会長 ありがとうございました。 

事務局 

（企画課長） 

では、内田委員のご質問にお答えさせていただきます。 

まず８ページ、平均を目指すということでございます。これは

３年度の実績現状値を見ていただくと分かるのですが、９１、９

５、８７となっています。内田委員もおっしゃるように、もうち

ょっと高くても良いのではないかと思いますが、担当の方は、ま

ずは平均というところを考えているということでのこの数値でご

ざいます。 

続いて３０ページ、国際交流事業への参加者数ということで、

内田委員のおっしゃるように延べというところで、新規の把握は

難しいだろうが新規参加者数を出してはどうかということです。

担当の方にも確認したいと思いますが、委員もおっしゃるように

管理が中々難しいというところも推測されますので、その辺りは

ご理解いただければと思います。 

続いて、マイナンバーの所でございます。マイナンバーについ

ては、国でも交付率１００％を目指しているということがござい

ます。ほぼ全員の方にいきわたるよう、国で掲げた要求というわ

けではありませんが、ここは全員の方に行き渡るように、申請し

ていただけるようにこちらも努力しており、そういった意味での

100％ということでご理解いただければと思います。以上です。 

内田委員 国際交流事業のところで、参加のカウントとして非会員の方が

何人来たかという指標が良いのかなと思います。これは担当課に

伝えてもらえればと思います。以上です。 

岩上副会長 ありがとうございました。他に何かありますか。 

清水委員 １ページ目の待機児童数ですが、ずっとゼロでこれは好ましい

ことであると思いますが、最近新聞をにぎわせている無園児、保

育園や幼稚園に行っていない子どもがいるというところについて

は本庄市で把握をしているのかどうか、その辺をわかっていれば

お知らせいただきたいと思います。 

それから１９ページの労働力人口ですが、４万人ということで

増えているということですが、人口減少の中で労働力人口は当然

減っていくわけです。それが増えていくということは、若い人の
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転入を目標にしていると理解して良いのかお願いします。それに

関連付けて、３９ページの２０代～３０代の転入超過人口が移動

均衡でゼロとなっています。労働力人口が増えるという目標を立

てて、２０代３０代の転入してくる人が増えたり減ったりでゼロ

になってしまう目標というのは、整合性としてどうなのかという

のをお聞きしたいと思います。 

岩上副会長 ありがとうございます。 

事務局 

（企画課長） 

清水委員のご質問に回答申し上げます。 

まず１ページ、保育所等における待機児童数ということで、保

育園や幼稚園に行っていないお子さんの数は、いらっしゃるとい

うことはありますが数的には把握をしていませんので確認をさせ

ていただきます。 

続いて労働人口です。これが１９ページ、３９ページの２０代

３０代の転入超過人口の整合性というところです。こちらは、全

ての方が転入地で労働されているかというのもあり、労働人口に

ついては現在３９．７２４人に対して４０，０００人、こちらも

減らさずに増やしたいといった意味でのものでございます。先ほ

ど申し上げました、２０代３０代というところもあり、整合性と

いう意味ではなかなか難しい点もあるというところでご理解いた

だきたいと思います。以上です。 

岩上副会長 他にご意見はございますか。はい、矢野間委員。 

矢野間委員 一点だけ、１１ページの教育環境の整備のところで、学校支援

員等の人数の中で、令和３年度に９３人という数字が出ていま

す。前年度より約２０人近く増えているのですが、これは「学習

補助教員、さわやか相談員、ふれあい教室相談員」というような

ここに書かれている方々が増えたという認識で良いのか、この中

にスクールサポートスタッフは含まれているのか確認させてくだ

さい。 

事務局 

（企画課長） 

矢野間委員のご質問にお答えします。前期基本計画では、例え

ば学校図書館支援員が入っていなかったものが今回から入れたと

いう経緯がございます。増えたところはそういう理由だと思いま

す。またスクールサポートスタッフが入っているかどうかは確認

をさせていただきたいと思います。 
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矢野間委員 前期目標値が７０人だった中で、令和３年度９３人と飛躍的に

目標を達成している中でどういった現状があるか。私も個人的に

は教育環境の整備は非常に大切なものであると思っているので、

先ほど内田委員のご提案もあったとおり、目標値に対してなので

すが、学校教育環境を整えるということは、先生方、教員の方の

労働環境を改善することが目的であり、その更に奥には、生徒と

向き合う時間があるはずだと私は思います。目標値について、こ

れだけ環境整備が整ってくるのならもう少し目標を高く設定して

いくべきだと考えます。その辺に対してご意見を伺います。 

事務局 

（企画課長） 

矢野間委員のご質問にお答えします。 

教育環境が充実する中で学力目標をもっと高く持った方がいい

のではないかというご意見ですが、先ほど内田委員のところでも

お話しましたとおりまずは平均というところで設定しているとい

うところです。以上です。 

岩上副会長 ありがとうございます。他に何かございますか。 

それでは、本案件につきましてはこれにて決定とさせていただ

きます。また本日の会議の方も企画課が中心で行っております。

今日も各委員さんからご意見が出されております。後で回答とい

うようになっていますが、その点については企画課長が中心とな

って、正確な数字、また各課の考え方というのをまた見せていた

だければと思います。それを付け加えさせていただいて、決定と

いたします。 

会議が始まって約２時間、お疲れかと思います。休憩といたし

ますがよろしいでしょうか。 

ただ今事務局が各課に情報の確認を取っております。資料が集

まり次第開会ということでお願います。 

（休憩） 

それでは会議を始めたいと思います。事務局の方から報告をお

願いします。 

事務局 

（企画課長） 

全てではないのですが、今の時間で確認させていただいたとこ

ろにつきましてお答えをさせていただきます。 

まずは１６ページ、空き店舗についてです。こちらは中心市街

地というところで、本庄駅周辺、本庄早稲田駅周辺、児玉駅周辺

エリアというところでございます。数につきましては、累計とい
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うことになっております。現状で言いますと今までで５３事業者

に対し補助金を交付してございます。そのうち移転が４、廃業が

１５で、５３マイナス１９で３４、現在３４の事業者が残ってい

るという状況でございます。こちらは先ほども申し上げました

が、審査の際に２年間の事業計画書を出していただき、こういっ

た内容であれば大丈夫ということで補助金を交付しております。

今後も一年間に２事業者という目標設定でございます。 

続きまして１８ページ、観光入込客数についてです。こちらは

いくつも数がありますので主なものを挙げさせていただきます

が、各イベント、本庄早稲田の杜ミュージアム、観光農業センタ

ー、ゴルフ場などのお客さんが入っています。こういったところ

は施設等でカウントしますので、その数を入れさせていただいて

います。また、お祭り等のイベントにつきましては主催者が発表

した数ということになるようです。主催者の発表はどういうもの

かというと、前年度との比較などでの算出になるようでございま

す。 

事務局 

（企画課課長

補佐） 

続いて、１ページの無園児を把握しているかについては、把握

していないということでございました。 

８ページ、学力調査について全国平均を１００としてさらに高

く設定した方が良いのではないかという点について再度確認をし

てまいりました。おっしゃるとおりではあるものの、現状として

は１００にも満ちていない段階ですので、まずは１００を目指し

たいというところで設定しているようです。現場としては１００

にすることも中々大変だという声を聞いてまいりました。 

１１ページ、学校支援員等の人数の中には、スクールサポート

スタッフが入っております。入った数として学校の支援員等の人

数を算出しております。 

ページが飛びますが３０ページ、審議会等における女性委員の

比率について目標値に掲げておりますが、こちらも先ほどの説明

と同じ考え方で、まずは３０％を目指すということで掲げさせて

いただいております。 

また、国際交流事業の参加者数ということで、委員の先程のご

趣旨もございますが、なかなか新規で捉えるのが難しいというこ

と、コロナ禍の現状では新規が５人になるかならないかという程
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度で、何回か参加している方が事業に参加する方が多いという回

答でございました。 

事務局 

（企画課主

査） 

資料１の２ページでご質問いただいた、本庄早稲田駅の駅前広

場の区域についてですが、駅前広場の利便性はあくまでも本来の

駅前広場としての使い方、送迎に支障がない、バスやタクシーを

使いやすいなど、そういった形での利便性ということで記載をし

ております。先ほど委員がおっしゃられたようなにぎわいやイベ

ントでの使用というよりも、本来の広場としての利便性という点

で、本庄早稲田駅の利便性は低くないと認識している、というこ

とからこのような回答としております。 

同じく２ページの５番、競進社模範蚕室と旧本庄商業銀行煉瓦

倉庫の部分につきましては、前後の文章のつながりもございます

のでこの場でこうしますと言えないのですが、確認をさせていた

だいて修正があるようであれば次回報告させていただきたいと思

います。 

事務局 

（企画課長） 

江原委員からのご意見である児玉駅周辺の記述につきましては

担当の方に伝えましたので、こちらは検討すると回答しておりま

す。以上でございます。 

岩上副会長 事務局、ありがとうございました。先ほど決定はされました

が、再度報告が必要なものにつきましては事務局にお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

それでは、続きまして審議事項第２号「総合振興計画後期基本

計画の策定に係るパブリックコメントの実施について」の説明を

お願いいたします。 

事務局 

（企画課主

査） 

・総合振興計画後期基本計画の策定に係るパブリックコメントの 

実施について 

（資料に基づき説明） 

岩上副会長 いよいよ、皆様にご審議していただきました基本計画について

パブリックコメントを実施することになっております。この際、

各委員さんからご意見等ございましたら、お願いします。 

鳥羽委員 これからいよいよパブリックコメントということで、たまたま

私も審議会委員になりまして、計画の内容を見ていて、これを推
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進していく中で、行政だけではなく市民一人一人の意義を含んで

いる、そんな思いがしております。 

そのような中で、つい最近地域から要望がありました。ある市

道で仮舗装してあるだけで、そこを通ったら頭を天井にぶつけて

医者に通う羽目になってしまった、早く何とかしてほしいという

話がありました。つい先日もそのような話を承って、計画書を読

んだ時に、鳥羽それで責任取れるのか、安心安全がどうしてと考

えた時、８１ページの道路河川の維持管理の中で「市道の整備」

があり、地域の幹線となる市道や生活道路の拡幅整備を行い、安

全で円滑な交通を確保しますという記載があります。パブリック

コメントを見た時に、その方が、そのように記載されていますの

で私も改めて市の方に要望を出したいと思っておりますが、ぜひ

意義を含むという努力をしていただきたいと思っています。市道

が結構あります。優先順位はありますが、市の道路とした以上は

それなりの整備を、５年では無理だったとしても、そういった中

で私はこの言葉を読ませていただきました。責任が取れるかと言

われた時に責任は取れませんけれども、その努力はしたいと思っ

ておりますのでよろしくお願いいたします。後で要望書を出しま

す。 

また、読み方の理解ができましたらお願いします。７７ページ

の「計画的なまちづくり」という中の、都市計画マスタープラン

の推進の中で、新たな土地利用を含むとあります。旭地区の１７

号バイパスの整備があります。これはそういった所を含んだニュ

アンスで捉えてよいのかということを教えていただければありが

たいです。以上よろしくお願いします。 

岩上副会長 これについて、事務局の方はいかがでしょうか。私の方から、

ちょっとお話したいと思います。総合計画振興審議会の委員の皆

様として、これは言うまでもなく本庄市の大計画です。先ほど鳥

羽委員さんの方からもあったとおり、マスタープランという審議

会がございます。これは総合振興計画の基本計画の中にそれぞれ

位置づいている都市計画分野でのマスタープランということなの

ですが、今要望のあった道路の問題、また土地利用の問題、これ
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については審議会で議してよろしいのでしょうか。事務局お願い

します。 

事務局 

（企画課長） 

先程、鳥羽委員の質問に対してですが、道路につきましては、

鳥羽委員の方から担当に要望というところでお伺いしました。こ

こでいう後期基本計画では、安全で豊かな交通を確保するという

ところですのでご理解いただければと思います。 

また７７ページにつきましても、３つ目の黒丸にあるとおりな

のですが、新たな土地利用のニーズが高いエリアということにな

りますので、ご理解いただければと思います。以上でございま

す。 

岩上副会長 鳥羽委員、よろしいですか。先程申しましたとおり、総合振興

計画、これはあくまで本庄市で一つでありまして最上位計画であ

ります。それに基づいてそれぞれの産業、都市計画、福祉とそれ

ぞれの分野で計画を持ちます。これはあくまで総合振興計画に基

づいてという形になりますが、そういう形になっております。従

いましてマスタープランの方に私も出させていただいております

が、マスタープランの中で道路とか、土地利用とか、そういった

問題も現在出ております。そういう現状でございますのでご理解

をお願いします。他にありませんか、どうぞ。 

芦澤委員 まず一点、政策連携プランのところで、ネウボラプランという

というのがあるのですが、この言葉を若い人に聞いてみました。

この言葉を知っていますかと。そうすると誰も知らないのです。

ということは、これを作成している方は意味を分かっていると思

うのですけれど、一般の方が見た時に、この言葉が全然通じてい

ないのです。丁寧に政策のことを理解してもらうには、その言葉

がどういう言葉なのかを少し添えて説明してあげる。フィンラン

ドからきている言葉だと思うのですが、育児施設の名前ですよ。

そういう説明があって言葉を理解してもらえると思うのですが、

言葉だけとった時に何だろうと分からないことがあります。何ら

かの形で説明してあげると良いと思います。この言葉だけではな

くこの中にいろいろ難しい言葉があると思います。そこから※印

で説明を添えてあげると理解していただける率が上がると思いま

す。 
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あと、いろいろ見ていますとネットワークづくりをしますとか

体制づくりをしますということが出ています。今考えている中

で、５年間の中でネットワークを完成させるのか、１年２年とい

うスパンの中でネットワークづくりをしていくのか、ネットワー

クや体制づくりをするにはどういう組織においてどのような期間

でそれを検討するのか、もし分かれば教えていただきたいと思い

ます。以上です。 

岩上副会長 事務局お願いします。 

事務局 

（企画課長） 

芦澤委員のご質問にお答えします。ネウボラにつきましては、

前期基本計画から引き続いての考え方というところになります。

注釈については、引き続きさせていただきたいと思います。 

すみません、もう１点のネットワークにつきましてもう一度お

願いします。 

芦澤委員 体制づくりの中で何かをするのに、ネットワークを作って対応

する、または体制づくりを、とのことですが、それをいつまでに

検討していくのか。体制づくりをどのようにするのかということ

です。スケジュールをどのように決めていくのかというのを具体

的にあればお願いします。それを５年計画の中でやるのか、２年

くらいでやるのか、または１年くらいで体制づくり、ネットワー

クは作っていく計画があるのか聞きたいのです。いろいろなとこ

ろで体制づくりをします、ネットワークづくりをしますと書いて

あります。それをいつどこでどのように体制づくりをするのかを

お聞きしたいのです。 

事務局 

（企画課長） 

すみません、ありがとうございます。いろいろな面での体制づ

くり、一つの事業を進める上では体制を作って進めるというとこ

ろはあります。それにつきましては、一つとしては総合振興計画

の下にぶら下がっている各計画の中での体制づくりをして事業を

進めるということです。いろいろな意味でのものがあろうかと思

いますので、状況に応じてということになろうかと思います。以

上でございます。 

岩上副会長 ありがとうございます、芦澤委員よろしいでしょうか。内田委

員どうぞ。 
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内田委員 ３つ伺います。 

１つはパブリックコメントの実施についてですが、やはりパブ

リックコメントは集まりづらい状況があると思います。閲覧場所

を出していただいたところで、なかなか行かないところにあると

思います。ですので、今高校生の写真展をやっているところにち

ょっと置くなど、そういった工夫があっても良いのかと思いまし

た。質問というよりも提案です。 

また、今日配っていただいた総合振興計画の案の２８ページの

２つめになりますが、一つはＳＤＧｓを優しくカタカナで表記し

ていただいているのですが、迷ったかもしれないのですけれど伸

ばし棒の方がいいと思います。お考えをお聞かせください。 

２９ページのところですが、このバージョンがどこでどう使わ

れるか分からないのですが、ＳＤＧｓのアイコンはカラーか白黒

かのどちらかしかなく、これは使い方として間違っています。も

しこのバージョンを何かに使うのであれば混乱するので白黒バー

ジョンに変えていただくか、このページだけカラーというよりは

白黒バージョンにしていただければと思います。以上です。 

岩上副会長 ありがとうございました。３点内田委員からありました。 

事務局 

（企画課長） 

内田委員のご質問にお答えします。 

まずはパブリックコメントの実施場所について、参考になるご

意見をありがとうございます。ご意見を承りましてこちらでも検

討したいと思います。今、実施場所として考えていますのが、市

庁舎、はにぽんプラザ、図書館の本館と分館を考えております。 

続きましてＳＤＧｓのカタカナについては、もう一度確認をさ

せていただきます。 

２９ページの部分ですが、できあがりはカラーになります。パ

ブリックコメント閲覧の際はカラーになります。こちらは簡易印

刷ということでご理解いただければと思います。 

岩上副会長 他にありますか。どうぞ。 

杉原委員 ３８ページですが、体の健康づくりの推進、この中で確かにい

ろいろな教室の企画があると思うのですが、その教室に出かけら

れる人は、出かけられる人なのですよね。平日に仕事をしている

とか、そういう方たちは結局行くことがあっても参加しにくいわ
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けです。やはり団体事業所に出前講座ということを入れてみたら

どうかと思います。教室だけではなく出前講座という、この言葉

を入れて、もう少し市としては前向きな健康づくりの推進という

ことをアピールしてはどうかと思いました。 

４５ページの下の段、社会参加と交流の推進ということで、障

害がある人もない人も一緒に何かをやりましょうという風潮があ

ります。そこで確かにふれ愛祭りとか老人・障害者スポーツ大

会、良いことであって実行していると思うのですが、垣根をあま

り作らない言葉で企画するということも一つの方法だと思いま

す。直してくださいというわけではないのですが、そういうもの

も含めていただければというのが今時の形だと思います。以上で

す。 

岩上副会長 ありがとうございました。今杉原委員の方からもっと具体的に

言った方がいいという意見でした。先ほど私が申し上げたよう

に、また企画課長の方からもお話がありましたように、あくまで

これは総合振興計画ということで骨格でございまして、その骨に

肉をつけるのがそれぞれ福祉分野とか教育分野ということでござ

います。そういう中で、おそらく杉原さんの望むような形に肉が

ついてそれぞれの分野の計画になるかと思うのですが、事務局い

かがでしょう。 

事務局 

（企画課長） 

杉原委員のご質疑にお答えします。副会長のおっしゃるとお

り、総合振興計画というところもありますのでご理解いただきた

いと思います。ご意見、ありがとうございます。 

岩上副会長 他にありましたらどうぞ。 

茂木委員 ５ページ、３のデジタル化とグローバル化の進展の中で「グロ

ーバル化が進展しているとなっています。我が国においても外国

人人口は増加傾向にあり、平成２７年から令和２年にかけての増

加率は４３．６％と高くなっています」とあるのですが、これは

すごい増加率ですよね。本当かなと思ったのですが、もとになる

数字は後で調べていただければと思います。４の経済状況の変化

の中で「新興国・資源国経済の脆弱性や地政学的リスク」とあり

ますが、これは具体的にどういう国を指しての表現なのかが分か
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らないのでご説明いただければと思います。今非常に物価が高く

なっており、ウクライナへの侵攻も長くなると言われています。

ウクライナへの侵攻に関する表現等はあっても良いのかもしれな

いと思いました。また、次のページの働き方の変化のところで

「職場に出勤せずに勤務を行うテレワーク、サテライトオフィス

での勤務、時差出勤等に加え、オンラインでの会議など、勤務中

や出勤時の感染リスクを減らすための取組が定着しました」とい

う表現がありますが定着したのでしょうか。そうせざるを得なか

った、余儀なくされたわけですよね。これから社会が戻っていく

となると、一部には残るかもしれませんが、取組は大企業ですよ

ね。定着しましたとまで言い切ってよいのか疑問に思いました。

以上です。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

岩上副会長 ありがとうございます。事務局にお伺いしたいのですが、今ご

意見をいただいていますが、この文言の修正というのは可能なの

ですか。それとも原文とおりでパブリックコメントにかけたいと

いうことなのでしょうか。その点についてお聞きしないと、皆さ

んにご意見をいただいても全く効果がなしになってしまいます。 

事務局 

（企画課長） 

そうですね、茂木委員の質問にまずは説明をさせていただいて

よろしいでしょうか。 

外国人の方の人口の増加については、このとおり平成２７年か

ら令和２年にかけて４３．６％増加したというところでご理解い

ただければと思います。続いて、新興国・資源国等の脆弱性とい

うところがありますが、ここはやはり中東の石油というところで

の書き方、表現をしております。テレワーク等の定着、今後を考

えてということでございますが、このコロナ禍、まだ不透明とい

う部分がございます。そういった中で、テレワークあるいはこう

いった働き方についてはある程度定着したのかなという考えのも

と、こういった表現をさせていただいている状況です。 

岩上副会長 私がお話した件はどうでしょうか。これをこのままパブリック

コメントにお出しするのかどうか、あるいは皆さんからいただい

た意見をもとにさらに改正してパブリックコメントに提示するの

か、この辺についてお願いします。 



様 式 

23  

内田委員 お答えをしづらいものと思いますかと思いますので私からお話

しますと、皆さんのお手元にあるこの用紙は我々がこれまで審議

してきたもので、基本的にはここからもう一回ということは、私

はない、そうすると一生終わらないと思っています。私も言いた

い事はたくさんあります。以上です。 

岩上副会長 ありがとうございます。そういう解釈で行くということでよろ

しいですね。今内田委員がフォローをしてくれました。今までこ

の冊子については我々が議論や審議をした結果だということで

す。 

江原委員 誤字脱字、表現方法は事務局に一任ということでおさめればと

思います。先ほど内田委員の言われたＳＤＧｓですが、国際連合

広報センターで調べましたら、正式にはエス・ディー・ジーズな

のです。カタカナでやる時には統一の決めがあるから確認して、

誤字脱字、表現方法は会長副会長、事務局に一任でまとめるとい

うことで良いのではないですか。 

岩上副会長 今まで各委員さんからご意見をいただいておりますが、この件

につきましては、一応こういう形で決定ということでよろしいで

しょうか。更に、先程江原委員からおっしゃった、誤字脱字、表

現方法についてです。 

江原委員 それと、句読点も追加しますか。 

岩上副会長 誤字脱字、句読点、表現方法につきましては、会長、副会長、

事務局に一任ということでお願いいたします。それから、内田委

員から助け船を出していただきました。計画を広めるということ

は色々な方法を駆使していかなければならない。これを見ても、

カタカナや英語や熟語が難しく、全く見る気にならないのが本音

でないかと思います。本当にそれを簡単にしようというのも、事

務局にとっては酷なことでございます。そんなことを申し上げさ

せていただきます。ご協力をいただきまして、議長の座を下ろさ

せていただき、マイクを事務局にお返しさせていただきます。 

事務局 

(企画課長) 

皆様、慎重な審議をありがとうございました。また、議長を務

めていただきました岩上副会長に御礼申し上げます。大変ありが

とうございました。 
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続きまして、次第の４、その他でございます。今後のスケジュ

ール等につきまして事務局から連絡がございます。 

事務局 

（企画課課長

補佐） 

事務局より４点ございます。 

一点目、本日の会議の会議録の案につきましては、後日委員の

皆様にお送りさせていただきます。お手元に届きましたら内容を

ご確認いただき、記載内容に修正等がありましたら事務局までご

連絡をお願いします。 

二点目、８月２５日に本日委員の皆様に資料４としてご提示し

ました本庄市総合振興計画（案）を資料として用い、市議会との

意見交換会を開催いたします。この意見交換会の意見、またパブ

リックコメントでの市民の皆様からのご意見を踏まえた対応につ

きまして、次回の審議会においてご報告させていただく予定で

す。 

三点目、資料の中に本庄市総合振興計画進行スケジュールとい

う一枚紙を配布させていただいております。第４回までは事前に

お知らせさせていただいておりましたが、それ以降について、特

に第６回第７回のスケジュールの連絡がまだであったかと思いま

す。次回の審議会は１０月１８日火曜日、午後１時半からを予定

しております。また、第７回、この回が最終回になるかと思いま

すが、１１月１日火曜日、午後１時半より市役所の６階大会議室

で行います。最終回第７回では、当審議会の審議結果を市長に答

申をするとともに、冊子に掲載します集合写真を撮らせていただ

く予定でございます。皆様におかれましてはお忙しい中恐れ入り

ますが、出席につきましてご配慮くださいますようお願いしま

す。 

四点目、本日の報酬についてはご指定の口座に振り込みをさせ

ていただきます。以上です。 

事務局 

(企画課長) 

それでは次第の５、閉会にあたり、岩上副会長よりごあいさつ

を頂戴したいと思います。よろしくお願いいたします。 

岩上副会長 皆様、長時間にわたりまして熱心にご協議、ご審議賜りまし

て、ありがとうございました。本日は図らずも議長という職を申

し付かりました。皆様にはお聞き苦しい点も多々あろうかと思い

ますが、皆様方の協力で議長の職をさせていただくことができま
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した。本当にありがとうございました。これから９月になり、だ

いぶ陽気も良くなってくるかと思います。どうか皆様方、健康に

は十分気を付けていただきますようお願いをいたしまして、本日

の会議を閉会とさせていただきます。また事務局につきまして

は、いつも我々のために熱心にご説明をいただきましてありがと

うございました。以上を持ちまして閉会とさせていただきます。 
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